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第
三
回
火
の
国
杯
争
奪

九
州
障
が
い
者
オ
セ
ロ
大
会

三
月
二
十
一
日
（
土
）
に
、
火
の
国
杯
争
奪
九
州
障
が

い
者
オ
セ
ロ
大
会
が
熊
本
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
県
内
外
か
ら
全
八
チ
ー
ム
が
参
加
。

熊
本
県
の
み
な
ら
ず
、
福
岡
県
や
大
分
県
か
ら
の
参
加
も

あ
り
ま
し
た
。

愛
隣
館
か
ら
は
チ
ー
ム
・
ア
イ
リ
ー
ン
ズ
（
福
原
隆
博

さ
ん
、
杉
山
伸
一
さ
ん
、
熊
本
潔
さ
ん
）
が
出
場
さ
れ
ま

し
た
。

決
勝
戦
で
は
上
位
三
チ
ー
ム
が
六
勝
一
敗
と
並
び
、
時

間
と
コ
マ
数
と
の
緊
迫
し
た
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

優
勝
は
「
障
害
者
支
援
施
設
く
ま
む
た
荘
」
、
二
位
は
大

分
県
「
太
陽
の
家
」
、
ア
イ
リ
ー
ン
ズ
は
惜
し
く
も
三
位
で

し
た
。
悔
し
い
思
い
を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
他
の
施

設
の
方
と
の
交
流
が

で
き
楽
し
い
一
日
を

過
ご
さ
れ
た
よ
う
で

す
。六

月
に
は
、
施
設

親
善
オ
セ
ロ
大
会
が

あ
り
ま
す
。
今
度
は

愛
隣
館
優
勝
で
き
る

と
良
い
な
！
と
思
い

ま
し
た
。

（写真：前列右からチーム・アイリーンズ 熊本、福原、杉山／後列スタッフ 藤井、鈴木） 撮影：竹下 敬称略
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館

長

 
 

 
 

                     

三
浦

貴
子

お
か
げ
さ
ま
で
、
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
方
々
の
手

に
よ
り
、
母
が
突
然
の
病
気
か
ら
回
復
し
ま
し
た
。
入
院
と

手
術
を
繰
り
返
し
た
、
亡
父
の
側
に
い
た
の
は

20
年
前
。

久
々
に
入
院
に
付
き
添
っ
て
、
医
療
が
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
添

っ
て
確
実
に
進
化
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
心
か
ら
あ
り

が
た
い
と
感
じ
る
日
々
で
し
た
。

ま
ず
、
説
明
と
合
意
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
）

は
、
危
険
を
伴
う
処
置
、
検
査
、
手
術
の
み
な
ら
ず
全
て
の

ケ
ア
に
生
き
て
い
ま
し
た
。「
～
し
て
も
よ
い
で
す
か
」
と
、

ケ
ア
に
必
ず
許
可
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
患
者
を
尊
重
し

て
頂
く
安
心
感
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
I

C

U
で
は
ナ
ー
ス
が
「
1
対
1
」
対
応
で

あ
る
こ
と
が
「
画
」
で
患
者
に
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
H

C

U
（
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
）
は
「
3
対
1
」
対
応
に
な
る

こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
I

C

U
は
、
入
室
に
は

キ
ャ
ッ
プ
と
ガ
ウ
ン
着
用
と
い
う
雰
囲
気
で
し
た
が
、
キ
ャ

ッ
プ
と
ガ
ウ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
主
治
医
か
ら

「
I

C

U
は

24
時
間
面
会
可
能
で
す
」
と
何
度
も
言
っ

て
頂
き
、
本
人
も
家
族
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

お
隣
の
方
は
ず
っ
と
「
嵐
」
の
C

D
を
聴
か
れ
て
い
ま

し
た
。
大
相
撲
の
千
秋
楽
の
日
は
移
動
式
テ
レ
ビ
を
ベ
ッ
ド

か
ら
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
、
垣
間
見
て
通
り
な

が
ら
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
重
篤
な
状
況
で
も
そ
の
人
ら
し

く
、
少
し
で
も
楽
し
む
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
手
を
動
か
し
て
も
、
顔
を
横
に
し
て
も
、
す

ぐ
看
護
婦
さ
ん
が
気
づ
い
て
く
れ
る
の
」
と
母
。
ベ
ッ
ド
の

足
元
に
ナ
ー
ス
の
机
が
あ
る
ケ
ア
の
近
さ
と
、
1
対
1
な

ら
で
は
の
手
厚
さ
で
し
た
。
H

C

U
は
個
室
仕
様
で
Q

O

L
が
上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
3
対
1
体
制
は
、

本
人
の
側
に
ナ
ー
ス
が
滞
在
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
も
良

く
分
か
り
、
機
能
の
違
い
は
前
提
に
、
人
員
配
置
に
よ
っ
て

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
ケ
ア
の
質
の
違
い
を
体
験
し
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
母
は
多
く
の
ド
ク
タ
ー
と
ナ
ー
ス
の
言
葉
と
ケ

ア
が
生
き
る
力
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
方
々
の
長
時
間
に
渡

る
激
務
が
、
誠
意
と
笑
顔
に
満
ち
て
い
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
私
達
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
確
か
め
、
進
歩
し

て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
二
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
心
に
決
め
て

お
り
ま
す
。

春
の
褒
章
の
受
章
者
が
、
四
月
二
十
九
日
に
発
令
さ
れ
、

愛
隣
館
の
三
浦
貴
子
館
長
が
、
消
防
功
労
に
よ
り
公
衆
の
利

益
に
尽
く
し
た
人
に
贈
ら
れ
る
藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し

た
。十

年
前
、
六
千
人
余
り
を
抱
え
る
熊
本
県
女
性
防
火
防
災

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
と
し
て
就
任
。

女
性
の
連
携
と
災
害
時
要
支
援
者
を
重
視
し
た
活
動
を

中
心
と
し
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
に
も
率
先
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

法
被
に
は
、
福
祉
と
共
通
す
る
地
域
と
の
絆
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
へ
の
大
切
さ
へ
の
思
い
を
込
め
た
『
共
助
』
の
文
字
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
本
当
に
思
い
が
け
な
い
出
来
事
が
起
こ
り
、
お
祝
い
を

頂
い
て
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。
一
九
八
八
年
か
ら
共
に
歩
み
、

利
用
者
を
支
え
る
こ
と
、
地
域
に
で
き
る
こ
と
に
力
を
合
わ

せ
て
く
れ
た
、
歴
代
ス
タ
ッ
フ
全
員
と
頂
く
褒
章
だ
と
心
い

た
し
ま
し
た
。 
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三
月
十
五
日
（
日
）

午
前
、
愛
隣
倶
楽
部

に
て
社
会
福
祉
法
人

愛
隣
園
理
事
会
・
評

議
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

補
正
予
算
及
び
平
成

二
十
七
年
度
計
画
・

予
算
が
審
議
さ
れ
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
新
年
度
か
ら
会

計
処
理
が
新
会
計
基
準
へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
う
経
理
規

定
変
更
も
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
理
事
・
監
事
の
改

選
に
つ
い
て
の
審
議
も
行
わ
れ
、
新
任
理
事
と
し
て
、
岡
山

睦
様
（
山
鹿
市
鹿
央
町
）、
田
中
和
平
様
（
山
鹿
市
寺
島
）、

迎
田
浩
二
様
（
山
鹿
市
津
留
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ク
な
医
療
に
学
ん
だ
こ
と

藍
綬
褒
章
受
章

法
人
愛
隣
園
理
事
会
・
評
議
委
員
会
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ケ
ア
課

下
田

広
幸

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
下
田
広
幸
（
五
十
五
歳
）
で
す
。

平
成
十
二
年
の
あ
る
日
。
約
二
十
年
勤
め
て
い
た
製
麺
工

場
（
山
鹿
市
）
が
廃
業
と
な
り
自
宅
に
い
た
私
に
、
三
浦
館

長
よ
り
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
愛
隣
館
で
外
作
業

を
や
ら
な
い
か
」
と
。

ま
ず
は
一
週
間
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
仕
事
ぶ

り
が
認
め
ら
れ
愛
隣
館
で
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
勤

務
時
間
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
一
日
三
時
間
で
始
ま
り
、

並
行
し
て
週
一
回
水
曜
日
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
当
時
）
を
利

用
。
愛
隣
倶
楽
部
が
出
来
た
現
在
は
、
入
居
棟
と
両
方
の
外

作
業
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い
ま
す
。
雨
天
時
に
は
窓
を
清
掃

し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
走
る
こ
と
で
す
。
健
康
の
た
め
に
三
十
年
走
り
続

け
て
お
り

病
気
知
ら

ず
、
山
鹿

温
泉
マ
ラ

ソ
ン
大
会

に
は
毎
年

出
場
し
て

い
ま
し
た
。

お
か
げ

さ
ま
で
、
現
在
は
日
中
一
時
を
利
用
し
な
が
ら
、
仕
事
に
も

恵
ま
れ
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

月
二
回
（
第
二
・
第
四
水
曜
日
）、
山
鹿
市
の
原
賀
歯
科

医
院
（
原
賀
滋
久
院
長
）
に
よ
る
訪
問
歯
科
診
療
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

歯
科
医
師
一
名
・
歯
科
衛
生
士
一
名
に
よ
る
訪
問
歯
科
診

療
は
、
通
院
し
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
入
居
者
を
対

象
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
内
容
は
、
虫

歯
の
治
療
、
義
歯
の

製
作
・
修
理
や
調
整
、

歯
石
除
去
等
と
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

治
療
は
医
務
室
、

居
室
で
行
わ
れ
、
治

療
を
受
け
る
こ
と

が
困
難
だ
っ
た
利

用
者
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
優
し
く
丁
寧
な
診
療
に
入
居
者
一
同
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

田
中

裕
一

二
月
七
日
（
土
）
平
成
二
十
六
年
度
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
家

族
報
告
会
が
デ
イ
ル
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
家
族
は
三
十
五
家
族
・
五
十
二
名
で
し
た
。

生
活
サ
ー
ビ
ス
部
（
ケ
ア
課
・
看
護
課
・
食
生
活
課
・
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
課
）
地
域
福
祉

部
・
事
務
部
よ
り
事
業
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

入
居
者
と
そ

の
家
族
が
一
緒

の
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
の
昼
食

会
。午

後
か
ら
は
、

個
別
面
談
を
開

催
し
、
個
別
支

援
計
画
の
確
認

や
、
来
年
度
に

向
け
た
ご
希
望

や
相
談
を
う
か

が
い
ま
し
た
。

四
月
一
日
（
水
）
付
で
、
職
員
の
内
部
異
動
が
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
管
理
責
任
者
を
は
じ
め
、
15
名
に
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

生
活
サ
ー
ビ
ス
部
、
地
域
福
祉
部
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
り
ま

し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

内
部
異
動

バ
レ
ン
タ
イ
ン
家
族
報
告
会

訪
問
歯
科
診
療

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
愛
隣
館
⑬

『
あ
い
め
ー
る
』
の
企
画
・
編
集
は
利
用
者
で
構
成
さ
れ
た

広
報
チ
ー
ム
、
キ
ャ
リ
ー
ピ
ジ
ョ
ン
が
担
っ
て
い
ま
す
。
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障
害
者
支
援
施
設
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者
の
希
望
や
心
身

の
状
況
等
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
、
理
学
療
法
士
に
よ
り
、
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
書
に
沿
っ
た
提
供
が
行
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め
、
専
門
職
種
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
情
報
伝
達
（
日
常
生

活
上
の
留
意
点
、
介
護
の
工
夫
等
）
や
連
携
を
図
り
、
看
護
職
員
、
生
活
支
援
員
等
に
よ
る
日
常

の
生
活
行
為
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、
日
常
生
活
の
自
立
を
目
指
し
ま
す
。

運動療法：関節可動域訓練・筋力増強訓

練・持久力訓練・協調性訓練・全身調整

訓練。

基本動作訓練：寝返り・起き上がり・座

位・立ち上がり・立位・歩行・食事・排

泄等の基本的動作を訓練。

物理療法：温熱・電気・牽引等、患部を

温めたり冷やしたり、電気で刺激を与え

たりする。

●リハビリテーションカンファレンス

関連スタッフによって、リハビリテーション

カンファレンスを開催し、目標、到達時

期、具体的アプローチ、プログラム等を含

む実施計画について検討する。

居室巡回：安静を要する臥床時間の長い

利用者の居室を訪問し訓練。

●リハビリテーションマネジメント

モニタリング会議等を通して、生活機

能の維持、改善の観点から評価し、継

続的なサービスの質の向上へと繋げ

る。

●モニタリング

リハビリテーションの実施状況・効果

を測定し、他職種の意見も聴きなが

ら、計画変更の必要性を検討するモニ

タリングを会議として実施。

●アセスメント

リハビリテーションについて、ご本人

やご家族等の希望を伺う。医師の診察

に基づき、関連スタッフ毎のアセスメ

ントを実施。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
の
主
な
目
的
は
、

「
基
本
動
作
の
回
復
・
維
持
・
悪
化
予
防
」
で
す
。

障
害
や
後
遺
症
の
あ
る
「
部
位
」
に
着
目
し
て
、

運
動
的
手
段
に
よ
る
運
動
療
法
や
物
理
療
法
（
電

気
刺
激
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
）
を
手
法
と
し
て
用

い
、

日
常
生
活
活
動
に
必
要
な
基
本
動
作
（
起
き

上
が
り
・
筋
力
強
化
・
座
位
保
持
・
車
い
す
移
乗
・

歩
行
な
ど
）
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

理
学
療
法
に
お
け
る
こ
れ
ら
3
つ
治
療
方
法
を

組
み
合
わ
せ
て
自
立
を
促
し
ま
す
。

補装具（車椅子、義肢、装具）等の申

請、修理、整備等の業務、自助具の作

製、福祉用具の紹介を行う他、利用者

がより安全で快適な生活を送れ

るよう日常生活活動全般にわたる相

談及び助言を行います。

訓
練
日 

 

月
曜
日
～
金
曜
日

訓
練
時
間

9
時
～
15
時
30
分

理学療法士：津田 彩
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入
居
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

渕
上

年
孝

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
昨
年
の
十
二
月
二
十
六
日
に
入

居
し
た
渕
上
年
孝
で
す
。
菊
鹿
町
出
身
で
以
前
は
愛
隣
館
の

デ
イ
ケ
ア
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

日
中
は
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、
時
代
劇
が

好
き
で
す
。
ま
た
、
体
力
維
持
の
た
め
に
訓
練
室
で
リ
ハ
ビ

リ
を
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
利
用
の
時
は
一
日
外
出
の
時
に
宝
く
じ
を
買

う
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
高
額
当
選
を
夢
見
て

買
い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
入
居
の
生
活
に
慣
れ
ま
せ
ん
が
、
日
中
活
動
に

参
加
し
な
が
ら
馴
染
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

入
居
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

櫨
川

や
す
代

二
月
九
日
に
愛
隣
館
に
入
居
し
ま
し
た
、
菊
池
市
出
身
の

櫨
川
（
は
ぜ
か
わ
）
や
す
代
で
す
。

趣
味
は
、
カ
ラ
オ
ケ
と
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
す
。

ま
だ
入
所
し
て
日
も
浅
く
、
入
居
の
方
や
職
員
の
方
の
名

前
が
分
か
ら
な
い
で
す
が
、
早
く
覚
え
て
愛
隣
館
で
楽
し
く

生
活
を
お
く
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
月
二
十
七
日
に
は
、
初
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
参
加
で
百

華
百
彩
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
っ
て
も
寒
い
夜
で
し
た
が
、

竹
灯
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
和
傘
が
幻
想
的
で
き
れ
い
で
し
た
。

以
前
山
鹿
に
住
ん
で
い
た
事
も
あ
り
大
変
懐
か
し
く
思
い

ま
し
た
。

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
利
用

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

藤
本

芳
久

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
二
月
三
日
か
ら
デ
イ
ケ
ア
を
利
用

し
て
い
る
藤
本
芳
久
（
六
十
三
歳
）
で
す
。
内
孫
が
四
人
い

ま
す
。
鹿
北
町
に
住
ん
で
い
て
普
段
は
農
業(

主
に
筍)

を
し

て
い
ま
す
。

歌
を
聴
く
の
が
好
き
で
、
特
に
演
歌
が
大
好
き
で
す
。

デ
イ
ケ
ア
で
は
五
目
並
べ
を
し
た
り
陶
芸
を
し
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
初
め
て
創
っ
た
お
皿
が
焼
き
上
が
っ
た
時
は
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な
作
品
を
創

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア

坂
梨

幸
治

皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
、
十
月
二
十
日
か
ら
働
か
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
坂
梨
幸
治
で
す
。
年
齢
は
二
十
三
歳
（
独
身
）

で
す
。
出
身
は
山
鹿
市
南
島
で
、
今
も
南
島
に
住
ん
で
い
ま

す
。愛

隣
館
の
前
は
、
福
岡
県
警
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、
色

々
と
思
う
こ
と
が
あ
り
退
職
し
ま
し
た
。
今
は
、
毎
日
楽
し

く
、
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

九
州
看
護
福
祉
大
学
で
福
祉
に
つ
い
て
は
、
勉
強
し
ま
し

た
が
、
実
際
に
働
く
の
は
初
め
て
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

事
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
に
早
く
覚
え
て
頂
け

る
様
、
笑
顔
と
根
性
で
頑
張
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

三
月
五
日
（
木
）
の
午
後
二
時
よ
り
、
愛
隣
倶
楽
部
に

て
平
成
二
十
六
年
度
の
地
域
福
祉
部
報
告
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

 
 

当
日
は
、
地
域

福
祉
部
そ
れ
ぞ
れ

の
利
用
者
・
ご
家

族
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
三
浦
貴

子
館
長
の
挨
拶
、

及
び
、
障
害
者
制

度
の
情
勢
説
明
の

後
。
生
活
介
護
事

業
所
愛
隣
倶
楽
部
、

生
活
介
護
事
業
所

デ
イ
ケ
ア
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
、
相
談

支
援
事
業
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
ぴ
あ
ワ
ー
ク
、
地
域
活

新
人
職
員
紹
介

新
し
い
仲
間

地
域
福
祉
部
報
告
懇
談
会

こ
う
じ
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動
支
援
セ
ン
タ
ー
ぴ
あ
ぴ
あ
、
多
機
能
型
ホ
ー
ム
ぴ
あ
ハ
ウ

ス
、
短
期
入
所
、
の
各
事
業
所
か
ら
、
二
十
六
年
度
の
事
業

報
告
と
次
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
の
説
明
が
あ
り
、
事
務

部
よ
り
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
改
定
に
伴
う
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

 
 

そ
の
後
は
、
各
部
に
別
れ
て
の
質
疑
応
答
。
参
加
さ
れ
た

利
用
者
、
ご
家
族
か
ら
の
活
発
な
ご
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
月
十
八
日
（
日
）
、
山
鹿
市
合
併
十
周
年
記
念
式
典
が
、

山
鹿
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
旧
鹿
本
町
出

身
の
蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知
事
を
始
め
、
約
三
八
〇
人
の
関
係

者
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

式
典
で
は
、
合
併
後
に
福
祉
や
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
市
の
発
展
に
貢
献
し
た
十
八
の
団
体
や
個
人
、
そ
し
て

自
治
功
労
者
二
五
〇
人
に
表
彰
や
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

 
 

そ
の
中

で
、
愛
隣

館
生
活
サ

ー
ビ
ス
部

ケ
ア
課
サ

ー
ビ
ス
管

理
責
任
者

の
中
村
武

光
さ
ん
が
、

永
年
勤
続
表
彰
の
部
門
で
、
交
通
指
導
員
と
し
て
の
永
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
十
一
日
（
月
）
、「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

の
出
発
式
典
（
ひ
だ
ま
り
）
に
際
し
実
施
さ
れ
る
、
熊
本
県

警
察
本
部
・
熊
本
県
交
通
安
全
協
会
長
連
名
に
よ
る
平
成
二

十
七
年
度
春
の
交
通
安
全
功
労
者
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
も
決
定
し
て
い
ま
す
。

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
月
十
六
日
（
月
）
か
ら
二
十
日
（
金
）
と
二
十
三
日
（
月
）

か
ら
二
十
七
日
（
金
）
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
五
日
間
、
九
州
看

護
福
祉
大
学
口
腔
保
健
学
科
の
三
年
生
（
各
二
名
）
が
実
習

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

実
習
生
の
方
々
は
、
愛
隣
館
ス
タ
ッ
フ
よ
り
入
居
者
の

方
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
、
車
椅
子
の
押

し
方
な
ど
を
実
習
。
『
食
前
健
口
体
操
』
や
正
し
い
歯
磨
き

の
仕
方
な
ど
を
入
居
者
の
方
々
に
対
し
て
実
践
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

実
習
の
最
終
日

に
は
食
堂
に
て
、

顎
下
腺
・
耳
下

腺
・
舌
下
腺
を
音

楽
に
合
わ
せ
て
マ

ッ
サ
ー
ジ
し
、
唾

液
を
出
し
や
す
く

す
る
『
ふ
れ
あ
い

体
操
』
を
行
い
、

参
加
者
の
皆
さ
ん

と
体
操
を
通
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

ケ
ア
課

井
上

靖
啓

二
月
十
一
日
（
水
）
午
後
六
時
か
ら
山
鹿
市
総
合
体
育
館

に
て
行
わ
れ
た
。
オ
ム
ロ
ン
Ｖ
Ｓ
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ

の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
日
本
リ
ー
グ
の
対
戦
に
、
入
居
者
三
名
と

職
員
二
名
で
観
戦

に
行
き
ま
し
た
。

序
盤
は
オ
ム
ロ

ン
の
ミ
ス
が
あ
り
、

ソ
ニ
ー
に
リ
ー
ド

を
許
す
が
巻
き
返

し
、
21
ー

18
で

オ
ム
ロ
ン
が
勝
利

を
収
め
ま
し
た
。

今
回
、
私
に
と

っ
て
、
初
の
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
観
戦
で

し
た
。
ス
タ
ッ
フ

の
方
の
ご
厚
意
に

よ
り
来
賓
席
の
横
に
席
を
作
っ
て
頂
き
、
目
の
前
で
迫
力
の

あ
る
試
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場
全
体
が
試
合

の
展
開
に
興
奮
し
、
入
居
者
の
方
も
大
変
満
足
さ
れ
た
観
戦

に
な
り
ま
し
た
。

事
務
・
総
務
部梅

崎

美
智
子

昨
年
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
も
落
選
、
大
会
当
日
は
応
援
団
と

九
州
看
護
福
祉
大
学

歯
科
衛
生
士
実
習

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て

自
治
功
労
賞
受
章

オ
ム
ロ
ン

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
観
戦

や
す
ひ
ろ
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スタート前の梅崎さん・清水くん

し
て
会
場
へ
。
こ
り
ず
に
今
年
二
度
目
の
エ
ン
ト
リ
ー
、
当

選
（
し
て
し
ま
っ
た
…
）
。
そ
し
て
二
月
十
五
日
、
『（
年
な

の
で
）
今
年
完
走
で
き
な
か
っ
た
ら
も
う
ム
リ
か
な
…
』
と

思
い
つ
つ
「
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
」
へ
ケ
ア
課
の
清
水
誠
一
郎
く

ん
と
初
参
加
。
選
手
の
奇
抜
な
仮
装
に
笑
い
、
沿
道
の
応
援

に
感
動
し
な
が
ら
前
半
の
20
㎞
ま
で
は
一
緒
に
快
調
な
走

り
。
後
半
は
未
知
の
世
界
で
自
分
の
体
の
動
か
し
方
が
分
か

ら
な
く
…
弱
気
に
な
る
自
身
と
の
闘
い
！
随
分
歩
き
ま
し

た
が
、
清
水
く
ん

よ
り
12
分
ほ
ど
遅

れ
て
5
時
間
56

分
49
秒
で
完
走
。

マ
ラ
ソ
ン
後
は
ゆ

っ
く
り
と
温
泉
＆

マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
乾

杯
！
感
動
の
素
晴

ら
し
い
一
日
で
し

た
。
優
し
く
指
導

を
し
て
く
だ
さ
っ

た
「
ラ
ン
プ
ロ
教

室
（
日
赤
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
仲
間
た

ち
、
応
援
に
来
て
く
れ
た
同
僚
・
家
族
、
深
夜
一
緒
に
練
習

し
た
友
人
、
沿
道
で
声
援
を
く
れ
た
地
元
の
方
々
、
一
緒
に

走
っ
た
清
水
く
ん
、
そ
し
て
人
並
み
以
上
に
丈
夫
な
体
に
産

み
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ケ
ア
課

古
荘

智
也

二
月
二
十
日
（
金
）
熊
本
県
農
業
公
園
に
て
開
催
さ
れ
て

い
る
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
へ
利
用
者
の
方
五
名
、
職
員
五
名
で

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 
 

今
年
で
四
十
回
目
を
迎
え
る
記
念
と
な
り
、
会
場
内
は
人

も
多
く
、
見
て
回
る
の
も
一
苦
労
で
し
た
。
皆
さ
ん
思
い
思

い
に
花
や
樹
木
を
観
賞
さ
れ
ま
し
た
。
食
べ
物
の
良
い
匂
い

に
つ
ら
れ
、
あ
っ
ち
試
食
こ
っ
ち
試
食
を
し
な
が
ら
思
い
思

い
購
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 
 

ま
た
、
入
所
後
、

初
外
出
と
な
っ
た

渕
上
さ
ん
は
梅
の

鉢
を
丸
に
す
る
か

四
角
に
す
る
か
悩

ま
れ
た
末
、
悩
み

過
ぎ
て
決
め
き
れ

ず
コ
イ
ン
ト
ス
で

決
め
る
と
い
う
微

笑
ま
し
い
光
景
も

あ
り
ま
し
た
。

帰
り
の
車
内
で

は
、
皆
さ
ん
何
を

買
っ
た
と
か
、
知

り
合
い
に
会
っ
た
と
か
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
い
て
お
り
ま

し
た
。

ケ
ア
課

松
見

尚
寛

二
月
二
十
七
日
（
金
）
に
入
居
者
二
名
、
職
員
二
名
に
て

百
華
百
彩
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

風
が
強
く
肌
寒
い
気
候
で
し
た
が
、
開
催
期
間
最
後
の
週

末
と
い
う
事
で
、
た
く
さ
ん
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

 
 

み
ん
な
で
夕
食
を
食
べ
た
後
、
八
千
代
座
周
辺
を
散
策
し

た
の
で
す
が
、
竹
灯
籠
の
柔
ら
か
い
灯
り
が
幻
想
的
で
寒
さ

も
忘
れ
皆
で
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

愛
隣
館
入
所
後
、
初
の
外
出
行
事
に
参
加
さ
れ
た
櫨
川
さ

ん
も
「
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 
 

風
が
強
く
竹
灯

籠
の
炎
が
す
ぐ
に

消
え
て
し
ま
い
、

ス
タ
ッ
フ
の
人
達

が
慌
た
だ
し
く
灯

を
つ
け
て
回
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
こ

の
美
し
い
竹
灯
籠

の
光
の
裏
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
達

の
努
力
が
あ
る
ん

だ
な
～
と
感
慨
深

く
思
い
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
自
治
会
役
員
の
体
制
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
一
名
、
会
計
一
名
の
計
二
名
に
よ
る
運
営
方
法
は
同

じ
で
す
が
、
新
た
に
福
原
隆
博
さ
ん
が
常
任
会
計
と
な
り
、

今
後
は
、
会
長
の
み
の
選
出
、
交
代
が
年
度
毎
に
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
年
度
の
会
長
に
は
、
黒
田
敏
文
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
一
時
中
断
し
て
い
た
自
治
会
費
の
徴
収
も
再
開
さ

れ
ま
す
。
（
年
会
費
：
二
〇
〇
〇
円
）

第
四
十
回
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り

山
鹿
灯
籠
浪
漫
・
百
華
百
彩

愛
隣
館
自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ


